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 要  旨 








よりサービスリソースを共有するための“ 複数WLAN 透過的アクセス方式”を提案する． 
本方式では，各WLAN内にどのようなサービスリソースが存在するのかという情報を共有するため，端末は
接続したことのないWLANに対しても，既にそのWLANに接続したことのある端末から情報を受信することで， 
どのようなサービスリソースが存在するかを把握することが可能である． 
この接続先WLANの切り換えによって，ユーザが行なっている通信セッションを阻害するがある．この阻害
を低減させるため，本研究では比較的通信を行なっていない端末が自律的にネットワーク切り替えを行う
“ネットワーク切り替えタイミング決定方式”を提案する． 
また，1度の接続先WLANの切り換えによって情報共有を行なえるWLANは高々2つであるため，同一IPネット
ワークではない複数のWLANが存在する場合は，どのWLAN内の端末がどのWLANに接続先を切り替えるかを制御
しなければ，効率的な情報共有は行なえない．本研究では，各WLAN内の端末が，ゆるく同期された時間の中
で，協調して情報共有を行なう“タイムスロット型情報共有方式”を提案する． 
またユーザの通信セッション阻害量と全端末がサービスリソース情報を取得するまでの遅延時間の双方
を低減させるための“イベントドリヴント型情報共有方式”を提案し，それらの方式の有効性をシミュレー
ション実験から示す． 
尚，本稿でのサービスリソースとは，ネットワークを介して利用・取得可能な機能や情報を指しており，
例えば，ショッピングモール内・駅構内案内情報やオフィス内プリンタサービス等のアプリケーション情報
や機能，またネットワークインフラのスループット情報等も含まれる． 
 
